
改良連携震源決定法による余震分布と本震断層面： 
2012 年 11 月 11 日ミャンマー沖地震 

2012/11/12 
独）建築研究所 古川信雄 

 
 
地震情報（米国地質調査所） 

発生日時: 2012 年 11 月 11 日 01 時 12 分 38 秒（世界標準時） 
震源: 北緯 95.883°, 東経 23.014°, 深さ 9.8 km 
マグニチュード：Mw = 6.8 

 
データ: 米国地質調査所‘Latest Earthquakes in the World - Past 7 days’  

 本震と 11 月 11 日 18 時 19 分までの余震 
手法： 改良連携震源決定法（MJHD、古川・井元） 
結果： 余震域の長さ： 50 km 

断層面：南北走向、東傾斜の節面 

 

コメント：この地震はブルマプレートとスンダプレートの境界であるサガイン

断層上で発生した右横ずれ断層型地震。(参考： Hurukawa and Phyo, 2011; 
Hurukawa, Pa Pa, and Shibazaki, 2012) 
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図１．MJHD 法により再決定した震源分布図。地震メカニズムは本震と余震の

グローバル CMT 解。震央分布図と、本震の MT 解の２節面に垂直な線 A-B と

線 C-D に投影した深さ断面図。断面図に示す太い実線は断層面に対応する節面。  
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図２．米国地質調査所による震源分布図。 

 
 

 

図３．震源再決定に用いた地震観測点。 
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